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且 はじめに   

A‡‡Pを用いた個人の意思決定において，判断の  

不確実性（曖昧な情報）を表現するために，一対  

比紋倦を区間で表現したファジィÅHP囲や区間  

AHP【1，2，3，5】などが提案されている．そして合  

意形成のために，この区間ÅHPを集団の意思決  

定に利用した最初の研究として瀾が挙げられる．  

本研究では，その研究【6】の中で十分談論されてい  

なかった，次の2点について研究を進めたもので  

ある．   

まず第1点目は，区間で表された集団としての  

一対比較値をどのように設定すればよいかという  

点．そして第2点目は集団の意見として最も整合  

性の良い案の中で，どの案を採用すればよいかと  

いう点である．第1点目に関しては集団としての  

区間債で表された一対比戟値に対して，上下限の  

基準を導入し，設定することにした．つまり，集団  

の区間幅を最大と最小の間で設定するものである．  

また，第2点目に関しては，グループメンバ各個人  

の不満を全体として最小にし，最良の案を採用す  

ることとした．その上，集団全体の登合牲と不満の  

間の関係を，区間設定を通じて示すことにする．   

2 合意形成の基準   

本研究では次に記述する点を仮定することで，  

集団としての最終合意が形成されるものとする．   

まず，集団としての区間で表された一対比較値  
に各個人の意見が何らかの形で含まれていれば，合  

意できるものとする．よって，各個人が与える区間  

借で表された一対比較値は，鱒来の区間AHPの  

ような判断の不確実性を表すのではなく，妥協で  

きる範囲を表したもの（以下，許容区間と呼ぶ）で  

ある．そして，その集団としての区間一対比較行列  

から最も整合性の良い案（つまり，首尾一貫性のあ  

る案）を採用することは合意できるものとする．  

3 区間設定   

各個人の一対比較値め結果を次のように表す．  

【錮汁（は， 

ここで，たほメンバー数を，豆，Jは評価項目を表す．  

また甘滞）はそれぞれ個人が与えた一対比較値  

の下限値，上限値を表す．このとき，集団としての  

一対比較値［鴫，瑚を以下に定める・  
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 しての区間の幅を決定するための変数で，0か  

ら1の値をとるものである．このβが大きくなる  

に伴って，区間【 鴫 α 帥ま，最小区間から最大区間  ，   

へと広がる．次に集団としての区間幅の基準とな  

る最大区間と最小区間について示す（図1参照）．  
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図1：集団としての一対比故偶の概念図  

まず最大区間としてほ，集団のすべての意見を  

含んだ区間とする．次に最小区間としては，各メン  

バの下限値及び上限値，それぞれの幾何平均値に  

基づいた区間を採用した．  
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4 集団全体の不満足度を取り入れた重要度   

算出法   

本章では，集団としての区間一対比較行列から  

重要度を算出するモデルを提案する．このモデル  

は次の2段階から構成される．   

【第1段階】整合度最小化モデル．  

111in 入（♂），  
n   

s・も・∑叫＝1，  

i＝l 

・α紳）≦∬‘j≦堵（β），（宜，ブ＝1，‥・，m），  
†l  

∑旬刊＝柑）町（豆＝1，…，71），  
ブ＝1  

5 集団全体の整合性と不満足度の関係   

3章で示した区間設定において用いた♂を変化  

させることによって，集団全体の整合性と不満足  

度の関係を表すことができる．この結果から，集団  

全体として有効な区間設定（βの設定）を行なう  

際の示唆を与えることができる．   

6 おわりに   

本研究では，許容区間を伴うグループ合意形成  

AHP法を提案した．本研究で提案する方法には  

その過程で2つの特徴がある．1つ目は，集団とし  

ての区間一対比較値と．してすべての意見を含む最  

大の区間と，全員の意見ゐ下限値及び上限値，それ  

ぞれの幾何平均値に基づいた最小の区間を導出し，  

その間で区間設定している点である．2つ目は，設  

定された一対比較行列における最も整合性の良い  

案の中から，集団全体の不満を最小にする案を採  

用し，集団としての合意形成をより良いものにし  

ている点である．さらに，集団全体の整合性と不  

満足度の関係を表すことで，その集団にとって最  

適な区間設定を行なう際の示唆を与える 

きる．   

このように，集団の意見を区間で表し，その中か  

ら最も合理的な意見を集団の意思とすることから，  

集団意思決定を支援する有効な手段であると考え  

られる．  
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（2）  

【第2段階】不満足度最小化モデル．  
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i（♂）：（2）の最適目的関数値．  
（3）   

第1段階は，集団全体としての整合皮（C．Ⅰ．）を  

最小にすることを目的とした，整合度最小化モデ  

ルである．具体的には，集団の意見として，首尾一  

貫性のある案を採用することである．そして，第2  

段階は，集団全体の不満足皮（P（♂））を最小にする  

ことを目的とした，不満足度最小化モデルである．  

詳しく述べるならば，第1段階で求められた最も  

良い整合度の中で，各個人の評価値（許容区間）と  

の差が，全体として最も小さくなる案を採用しよ  

うとするものである．ここで，この集団全体の差を  

集団全体の不満足皮P（β）とする．また本研究で  

は，各個人の評価値の代表として，区間の下限値と  

上限値の幾何平均値c！f）を採用した・  
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